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国
民
経
済
の
構
造
的
な
間
題
ど
見
る
観
方
は
：、
今
日
既
に

.
広
く
市
民
権
を
得
.て 

お
り
、
^'
た
ど.
れ
を
、
^
沐
経
済
だ
の
み11
1-
有
女
も
；の.
と
じ
て
で
な
く
、、'。欧
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先
進
国
を
含
め
た
国
際
的
視
角
が
ら
現
代
資
本
主
義
経
済
匕
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亂
な
問
題
と
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て
把
え
る
観
方
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■最
此
は
と
^
に
有
カ
な
’
支
配
的
が.
傾
向
^:
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つ
て
来
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い.
る
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と
く
に
、"中
小
企
業
問
題
が
日
本
の
み
の
専
売
で
は
..な..い
と
す
る
後
.著 

の
観
点
に
立
つ
：研.究
は
’
M
後
に
啦
げ
る
海
外
の
独
占
研
究
、

ス
モ
r
ル

•
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ジ
ネ
ス
研
究
の
諸
成
采
义
ノ
戦
後
日
本
隹
济
冷
構
造
変
化
本
い
-ぅ
現
実
の
動
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滑
と
し
て
、
山
中
、
伊
衆
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教
授
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の
先
駆
的
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鮮
な
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え
る
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と
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し
か
し
な
が
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、

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
中
小
企
業
研
究
が
、
独
占
資
本 

主
義
の
一
般
論
か
ら
出
発
七
て
、
構
造
矛
盾
".問
題
一
般
を
措
定
し
、-

こ
れ
を 

欧
米
先
進
諸
国
の
独
古
に
；関
す
る
具
体
的
な
構
造
分
析
の
媒
介
な
L
に
、
直
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に
日
本
の
中
小
企
業
間
題.
に
結
び
つ
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ょ
う
^

,
す
る
場
合
に
は
、
そ
こ
に
い
ろ.
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ろ
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通
一
般
の
内
容
が
、
日
本
め
中
小
企
業
間
題
の
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実

'̂
態
に
ょ
っ
：て
強
；く
す
^

さ
れ
は
し
な
い
か
と
い
う
問
題
、
ニ
？
に
は
、1
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が
5
^
0
段
階
の
み
を
舞
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と
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展
搠
さ
れ
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造
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先
進
諸
国
の
そ
れ
ぞ
れ
に
：つ.
い
て
考
え
ら
れ
る)

が
必
ず
し
も
十
分
に
参
慮
さ
れ 

な
く
な
る
惧
れ
が
あ
り
ば
し.
な.
い
：が
>,
い
う.
問
題
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あ
る
。
第

---

の
.点
か
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は
、.
や
や
も
す
れ
ば
日
本
の
中
小
企
業
問
題
に
対
す
る
と
同
じ
認
識
眼
を
も
っ 

て
先
進
諸
国
の
問
題
を
観
ょ
う.
と
す
る
態
度
が
生
れ
、
日
本
の
問
題
と
先
•
進
.̂
 

国
の
そ
^

と
の
相
興.
が
量
的
な
も
：の.
か
，質
的
な
%■
の
か
，を
明
確
に
な
し
|#-

ず
、
. 

ま
た
そ
^
が
質
的
な
も
め
で
あ
る
と
し
て
も
、•.
何
故
に
そ
う
で
あ
る
の
か
を
.理 

論
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る(

こ
こ.
で
、:
日
本
管. 

本
主
義
の「

歴
史
的
特
質」

を
も
，0
て.
す
る
説
明
の.
み
で
は
、
こ
の
観
点
の
新
し
、1 : 

味
が
失.
わ
れ
る)

。
ま
た
、
第
二
の
点
か
ら
は
、
，独
占
以
前
の
段
階
と
の
っ
な
M 

り

、

す
な
わ
ち
、
経
済
構
造
矛
盾
の
独
占
段
階
に
：お.
け
る
発
展
形
態
と
し
て
■の 

中
小
企
業
問
題
の
歴
座
的
性
格
づ
'.け
が
'+
'

分
に
行
い
得
な_
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と
い
う
問
題
が
t
 

ず
る
。
中
小
企
業
問
題
は
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展
法
則
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的
に
把
握
さ
れ
る
の
：で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
め
発
展
法
則
的
観
点
の
欠
除 

は
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
の
構
成
、

'

と
く
に
段
階
論
の
措
定
に
つ
い
て
も
見
ら

(

以

山

の
;̂

ぅ

汝

諸
,-

4
を
考
慮
す

^

と
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、.

わ
^
わ
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は
中
小
企
業
問
題
の
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に
：お
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る
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.
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」

，
，
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，
め

国

際

袖

視

角

の
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要

性

を

痛
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せ

^
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を
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な
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'
.?

そ

れ

は

：当
該
問
題
の
歴
史
的
、
構
造
的
展
開
に
つ
い

.V

の
比
較
史
的
観 

点
に
外
な
ら
な
- v
:

:

.

マ
，
ル

：ク

ス

箍

済

学

に

お

け

る

歴

史

的

，

•

構
造
的
観
点
が
、
 

と
か
く
理
論
的
策
鮮
味
粑
次
け
、
公
式
主
義

.

に
堕
し
：た.

感
の
あ

.

る
の
は
、2!

本
資 

本

主

義

め「

特
殊
性」

：
に
つ
い
セ

€)
'
.

固
定
的
認
識
と
、
そ
の_

独
断
的
な
概
念
化

. 

の
故
で
ぃ
あ
？
て
、
欧
米

.

の.

_

貧
本
主
義
の
具
体
的
な

^

造
分
析
'の
成
果
を
前 

提
と
し
た
世
界
史

.

的
法
則
、

"

資

本

主

義

の

発

展

法

則

に

ょ

ら

て

.そ

の

特

殊

性

が
 

媒
介
さ
汍
た
と
き
、
そ
れ
は
：は
じ
め
て
理
論
的
か
；つ
具
体
的
な
内
容
を
.も
ち
得 

る
；の'

で
あ
る
。'.

:こ
れ

^
:

で>

 

日
本
め
中
小
企
業

.

問
題
把
握
に
著
し
.く
欠
け
て
い 

た
の
ゆ
こ
0̂

で
あ
づ
：：

.

た
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
％
。
勿
論
、.
法
則
性
の
究
叽
と
は
い 

え.

、.

基
礎
構
造
に

.

お
せ
る.

茗
観
的
矛
盾
の
展
開
と
し
.て
把
膣
さ
れ
る
ば
か
り
で 

な
く

.

そ
:̂

を̂

^

し

、

ま

：
た

，
そ

^

を

規

制

す

.0
問
題
意
識=

政
策
問
題
と
し 

て
の
展
開

.

を
も
含
め
ー
て
考
慮
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、:

さ
ら
に
そ
れ
は
、

i

去 

に
- ^

け
る
問
題
の
歴
史
的
展
開
を
明
^ :

か_

に
す
る
に
と
、ど
ま
ら
ず
、
今
日
急
速

— 

な
る
構
造
変
化
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
資
本
主
義
経
済
に
お
い
て
当

該

問 

題.

の
展
望
を
も
見
通
：し
得
る
も
の
で
：な
け
れ
ば

^

ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

以
上
の
よ
ぅ

^

研
究
視
角
の
必
要
性
を
念
頭
に
お
く
と
き
、
最

近

の

刊

行

に
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^
%
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図
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^
の
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と
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あ
る
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中
教
授
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本
書
序
文
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あ
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'
通
ガ
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:
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^
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：
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：
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^

^

国
際
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太

れ

#-1
.

小
炎
業
 >(

中
小
：工
業

)

：：間

題
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：

.
歴

史
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，
構

造 

:
的
解
：明
を
課
題
^

す.
る
と
こ'ろ
：に
：あ

り

、
そ
の
内

容

は

、
：
研
究
課
題
と
：し

'て
の
， 

「

中
小
企

業J
0

問
題
：
の*

本
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
序
説.(

山
中
氏)

と
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次
§
1
部
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り
猶
造
さ
れ
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マ

第
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*
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中
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企
業
問
亂
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発
展
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識
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国
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的
V
歴
史
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分
析
|

ン
：
:
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■

:
:
:

/
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(

滝
沢
氏.>

；

. '
第11。

部
ぐ
：中
小
企
業
問
題
の
国
際
的
研
究
V 

'

ィ

キ
.;
';
':ス
產
業
高
度
化
過
程
に
お
け
；^
小
工
業
；
：家
内
工
業 

.

>

:

の
研
究
一

—

，' 

:

:.
■' 

(
外
池
氏)

：
 

第
三
部
一
日
本
産
秦
構
造
の
：高
度
化
過
程
と.
中
小
工
業
、：
：

ぐ(

滝
沢
氏)
: 

第

一

部
に
お
い
で
ば
、，
中
小
企
業
問
題
の
歴
史
的
展_

が
、
問
題
意
識
.の
面 

か
ら
、
欧
米
及
び
日
本
を.
通
し
て
比
較
史
的
に
検
討
さ
れ
、.
第一

1.

部
で
は
、
十
：
 

九
世
紀
末
か
ら
ニ
十
世
紀
初
め
に
か.
け
て
：の.
イ
ギ
リ
ス
で
の
当
該
問
題
の
経
験
，
 

が
実
証
的
に
分
斯
さ
れ
ー
第
三
部
で
は
：、
U
上
の
諸
成
果
を
前
提
し
た.
上
で
、
 

当
面
の
日
本
の
場
合
に
つ
き
、
経
済
成
長
と
産
業
構
造
高
度
化
の
も
と

で
の
治 

該
問
題
の
現
状
と
展
望
が
# .
察
さ
れ
る
、
と
い
ぅ
形
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
本
書
の
書
評
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
ば
な
.
い
の

::
•
•で
、：

本
書
の
め
内
濟
次
€
^
の.
：

め
：：̂
：

^
的
な
紹
介
や
批
；評.
は
别
の
評
者
.に
委
せ
る 

こ
I

と
し
て
、
既
に
.述
べ
た
筆
者
の
念
願
す
る
研
究
視
角
か
ら
参
考.
と.
す
べ
き. 

:

一
問
題
、

「

あ

ネい
：：：

は

音

後

に

：瑪

さ

妆

龙

課

題

等

を

、

^
本
書
：の
各
部
分
^
テ
ー
マ
に 

即
し
つ
つ
と
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

.
:
:

'
」

:

---
^

一

'
.
.
.
. 

.

. 

:

■

> ' 

*

. 

- 

'
■•
:

.

•

''.
.
.
. 一
-
.
' 

........
 

.

.

ぃ
中
小
エ
業
問
題
が
そ
れ
'^
れ
：の
崮0
経
済
猶
造
め
；矛
盾'と
：し
て
客
観
的
に
形 

(

成
さ
れ
て
^

、
国

家

七

政

策

主
:#
に
よ
る
問
竭
の1.主
箍
的
反
映
が
：見
ら
，れ
'な
け 

れ

ば「

問
題
意
識
，
J
;o
形
成.
は
な
く
、
；
問
題
：の
音
難
化
の
あ
り
方
‘
：形
態
は
、 

そ
の
国
：の
経
済
構
造
0
#
質
に
よ
っ
て
相
異
す
る
:»
:
こ

こ''で
、
_
,
基

本

的

な

も

の
 

は
客
観
的
矛
盾
と
し
て.
の
問
題
そ
の
も
の
：
"
基
盤
ヤ
は
あ
る
が、'
 
そ
れ
が.
ど
の 

よ
：ぅ
：£
思

識

化

ざ,^
理
論
化
さ
れ
、
：：へ
ま

.
た
政
策
問
題
麗
と
し
'て
既
開
‘
さ

れ

る

■
か 

は
' ;
客
観
的
矛.
盾
の
；性
格
を
端
的
に
-
示
す.
も
の.
と
し.
て
極
め
.て
重
耍
な
こ
と
が 

ダ
で
本
る
。.

.

.

.

•

:

こ.
の
関
係
，を1

,:

般
的
に
観.
れ
ば
、
当
該
問
題
蔥_

の
形
成
ぐ
^
開
の
基
礎
に 

.
は
、；
ひ
と
し.
く
各
国
資
本
主
義
経
済.
の
エ
業
化.
> :
高
度
#
す
な
，わ
ち
産
業
革
命 

の
展
開
、：
独
占
段
階
へ
の.
移
行.
に
も
と
づ
く
経
済
構
造
矛
盾
の
発
展
が
あ
り
、
': 

内
容
的
に
は
、'

十
九
世
紀
の
産
業
，革
命
進
行
期
で
は
、
機
械
制
大
工
業
の
展
開 

が
、'

遅
れ
：た
生
産
様
式
と
し
て
の
手
エ.
業
'
家
内
エ
業
：
マil.

ュ
フ
ァ
ク
チ
チ 

ァ
等
に
双
ぼ
す
影
響
、
そ
れ
ら
の
:̂
解
と
再
編
成
に
よ
る
構
造
矛
昏
が「

小
エ_ 

業」

問
題(
そ
の
淘
汰
V
存
続
の
問
題)

と
し
て
意
識
化
さ
れ
、
■一
十
世
紀
以
降 

.
の
独
占
資
本
段
階
に
入.
っ：
て
は
、：
独
占
r
集
中
化
過
程=

独
占
支
■配
の
も
と. 

で
、
既
に
^
罾
ネ
^-
の
® ;
接
的
影
響
を
.経
過
し
た
後
の
.資
本
制
的
小
企
業
の
構

く.
造
的
従
属
の
^

^
が
新
じ
：̂>
構
造
矛
盾
ぷ
'し
1て
；登
場
し
、
問
題
.の
対
象
範
囲
が 

漸
次
拡
大
さ
れ
て
ゾ「

中
小
工
業」

：問
題
と
し
て
意
識
化
さ
れ
る.
に_

っ
.た

も

の 

と
み
る
こ
上
が
出
来
る
。.

'
'
:
 

.

:

-:
\

6

'
.

'

し.
か
し
な.
が
ら.
、..
問
題
意
識
の
あ
り
方
に
お
い
'で
は
;>.
ィ
ギ
リ
X
.
.

'7
メ
リ 

力
等
の
欧
米
先
進
国
と
後
進
国
の
日
本
と.
で
は
対
照
的
な
相
異
を
示
：し
て
：
い 

る
。
滝
沢
氏
;0
第

--
*
部
の
叙
述.
、.
あ
る
い
ば
同
氏
の
ギ
モ
ー
ル
.
ビ
ジ
ネ
ス
論 

に
関
す
る
詳
細
な
学
説
史
的
研
究
の
成
果
が
^
も
明
ら〕

か
な
ょ
-5
に
、
：欧
米
先 

進
国
に
お
：い
て
は
、
：
，
緩
済
構
造
的
矛
盾
あ
>o
vv
は
国
家
政
策
的
課
題
と
.し
て
の 

問
題
の
主
観
化.
》
意
識
化
は
、'.
産
業
^
命
以
—

u:
'
て
稀
满
で
あ
ヴ
、' 
紅
じ
.ろ. 

問
題
の
経
済
理
論
的
意
識
化
，
t '
y

わ
ち
.、( .
也
企
業.
の
年
立
条
件
に
.つ
い
て
の 

.「

適
度
規
模
論」

ぐ
的
認
識
と
^ /
レ
形
で
办
氣
識
化
が
贫
昆
か
も
冷
で
^
?
^
。
 

と
ご
ろ
で
.
'
と

ぅ
1>
た
意
識
化
の
基
蟛
に.
は
广
構
造
的
矛
盾
と
4

て
の
.「

小
企 

'?
乃

至

「

中
小
企
業J

.

の
师
題
性
が
、：
資
本
主
義
0 :
展
：開
'
:
高
度
化
の
：過
程 

そ
れS

体
の
な
か
：で
著
し
く
脔
服
さ
れ..(

勿
論
、.
：：|

と
労
働
の
'
メ：：

力
へ,
一.
ズ
.：
ム
を 

通
じ
：
.
て)

卜
当
款
問
題
：の
国
民
経
济
に
お
ホ
る
地
位
が
痕
下
す
各
と.
い
ぅ
ダ.
モ
ナ
，
 

>「

ッ
グ
な
掼
造
変
化
が
# :
衝
^'
:
て
^
:た
>-
';;3と
旅
塞
思
ざ
'れ
ね
ぱ
な
^:
纪
い
。
こ 

の
詳
泡
な
過
程
は.
.
後
述
す
る
ょ
ぅ
に
、
本
書.
第.
ニ
部
が
■明
ら
か.
に
す
る
■と
■- 

ろ
で
^
る
。
 

‘
. 

.

,

な

.̂

.-
崗
じ
く
欧
米
先
猶
国
で
も
ぐ
七
ギ
プ

^

^

は
へ
’
バ

間 

1>
て
：ぅ
小
企
槳
非
合
班
性
論

」

し
：た

が

っ
で
史
た
ー
小
炎
業
良
存
論

」
：

が
支
配 

的
で

.

あ
る
の
に
対
し

"

ア
メ
リ
ヵ
で
は
二
十
世
紀
以
降

(

と

く

に

一

九

三

'〇

年
 

以

後)
「

小
企
業
保

護
•

育
成
論」

が
雄
調
に
な
っ
て
い
る
と

.

見
ら
れ
、

そ
：の 

赀
贵
と
し
て
は
、
ィ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
の
纸
中
•
独
占
化

■

'.
■

.-
中
小
企
業
問
題
認
識
の
：国
際
盼.

歴
史
的
-,
'
構
造
的
視
写
：'
.•

が
十
九
世
紀
末
、ょ
り
急
速
^

展
開
さ
れ
た.
こ
と
，
に

ょ

り

、

.

.「

自
由
競
争」

体

制
 

の
危
機
の
問
題
と.
し
て
？「

小
企
業
,-
問
題
が
意
識
化
さ
れ
る.
に
至
っ
た
、
.と
ぃ 

う
相
異
が
：あ
り
、
'こ
の
ょ
う
な
意
識
化
の
形
態.
の
：差
異
を
も.
た
ら
し
.た
基
礎
と 

な
る.
両
国
賓
本
生
義
o
構
造
的
特
質
、
：独
占
：の
形
成
；
発
展
ひ
出
方
の
差
異
等 

に
っ.
い
：て
は
、,
別

個

,|-
研
^

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ァ
メ
リ
力
の
場 

合
：の
プ
小
企
業
'傲
護
：，W

成
乾
ノ
か
て
^-

適̂
度
規
模
論
ヶ
的
に
説
明
し
得
る 

小
企_

を
前
提
ど
じ
た
上
で
の
問
題
認
識
で
^
^V、

こ
の
点
で
は
ィ
ギ
リ
ス
の 

場
合
と
本
質
的
な
相
異
ば
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
：，

- 

.

..何
れ
に
し
て
も
ブ
此
米
先
進
国
に
お
け
る
問
題
意
識
の
あ
り
方
■は
、

「

適
度 

規
模
論」

k

ょ
っ.
て
説
明
：の
出
来
る
小
企
業
乃
至
中
小
企
業
の
合
理
的
な
存
立 

.
'を
軸
が
じ
で
展
開
さ
お
で.
お
り.
フ
そ
0
基
礎
に
：は
'
1
1
民
経
済
|の
：構
造
的
矛
盾 

.
と
：し
で
の
当
該
問
輝
办
意
義
'̂
相
対
的
に
小
さ
く
な.
っ
て
い
ると

，.

い
う
現
実
が 

■.
'も

'る..
と.
い.
え..
よ
5
。

： 

，'
 

^

.

r 
:以
上
0
欧
來
先
進
国
め
場
合
に
対
1 ;
て>_

後
進
国
：で
お
る
日
本
ー
の
場
合
に 

ば
，
：ま
さ
^

逆
セ
あ
0
で
先.
問
題
の
：意
識
化
.は
理
論
的
で
あ
を
前
に
ま
ず
政
策 

的
爻
あ
り
:>
'.
経
済
構
^
§
矛
盾
と
し
て
の
当
鼠
問
題
め
^

^
生
体
に
叙
け
る,

 

観
化

意

識

化

は >  
'.
政
策
的
認
識
に
お
け
?>
■
当
然
の
限
界.
が
あ
'る
と
ば
い
ぇ
、. 

極.
め
せ
» ;
接
的.
で..
あ
り.
、.....か
->
:
現
；実.
の
矛
嚴.
^ -
^
ぐ
反
映
し..
て..
い
へ
る
と'.見
る.
こ. 

ど
於
肋
來
が
ぐ
明
治
以
降
ヨ
在
霍
業
^-
問

題

丨

ー

小

エ

業
1-
':

「

中
小
商
工
業」

\
、間
題
乃
互「

中
小
身
業
卜
問
題
ど
い
う
/一
 

迹
の
展
開
過
程
を
通 

^
て
ソ
現
実
^
矛
盾
形
成
^
政
策
御
意
識
化
と
の
ギ
沐
ッ
プ
が
ー
と
き
。
は
見
ら 

れ
た.
：も

の
0,
.
/(

何
と.
な
加
ば
、
:'
,問
題
意
識
の
み
が
西
欧
の
輸
入
思
想
の
影
響
に
ょ 

つ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
か

ら

で
あ
る
が)

、
*
し
て
両
渚
は
相
密
着
し
つ

'
,

:

'
 

v
.
v
'E
g

五

：：®

ニ
-
^
^



';
展
開
じ
>:(

：政
策
が
：か.
え
^
て
現
実
の
著
盾
ル.
問
：題
の
発
展
：を
促
進
ホ
る契

機
：；： 

と
な
っ
た
こ
と
さ
え
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
当
局
の
政
策
的
認
識 

パ
と
&

直

接

関

勤

義

、；あ
る
“
：は
そ
れ
ぜ
批_

的

纪

見

解

に

，お
^

て
%'
、
'.
,
問

題
 

:
©:
本
質
論
的
が
認
翁
乾
■

ジ
マ.
ル
へ
ク( .
ス
皴
済
：®

観
^ '
;
に
立
一
つ
^

■

焚
^
見
：̂;
;
れ

^

中
小
企
業
め
# :
続
論
や
適
® :
規
模
論
的
な
認
爾
で： 

.
へ
は
：な
ぐ
、'
^
の
独
特
な
存
立
形
態
論
”
経
^
構
造
論
パ
^

占
支
配
体
制
論
と
^
 

て
の
認
識
、
あ
る
い
は
政
策
論
的
な
認
識
が
主
流
を
な
し
て
来
た
の
で
あ
を
0
,

■>:
以
上
の
思
•
と
■

•■
•>

0 :_

の
中
电
藥
問
題
菸
，
欧
米
資
本
主
義.
0-
場
合
：の.
ょ
：
 

矢
に
、
パ
適
度
規
#
論
的_

明
や
，
中
：•
；
_

古.
fM ;
の
間
題
，
，：自
-a

競
争
© ,
■

■
 

尊
か
意
識
形
態
を
生
み
出
し
得
极
1>
;)

ょ
欠
な
資
本
蓮
峩
'の
展
開
、
：寶
本
と
労
働
〃 

.
の
メ
力.
：

li_  
K.
A
の
な
か
か
ら.
形
成
さ
れ
て
来
た
'こ
と.
を
意
^ .
す
る
。：.
ぞ
^
て
、
' 

中
小
エ
業
問
鹿
が
日
本
資
本
电
義
：
.
の
：経
済
構
造
矛
盾
ど
し
で
定
着
1>
::た
、の
：は
$
 

大
正
爾
期
乃
茔
昭
和
初
期
に
お
げ
る
わ
，
.
が
卿
占
金
融
資
本
保
制
の
.確
立
段
階
以 

後
で
^^
る
ど
^
い
編
^

^
の
腠
型
樣
独
占
段
階
以
前
め
瘙
済
搆
造
め
ぞ
ち
^
形 

成
さ
れ
て

:̂
ヴ
：
：(

ぞ
の
出
発
点
ゆ
- :
寳
本
主
義
成
私
期
の
:.-
_

來
產_

.'..
問
題
セ
^̂ 

あ
?
た
と
い
っ
て
ょ
い
，>
、.
そ
の
矛
盾
■の
発
展
乃
至
成
熟
と
し
て-

「中
小

！ -
!

業」

へ
 

問
題
が
登
場
し
た
へ
ー
岑
い
デ
閼
係
め
あ
マ
たx

j.

ど
•

留
意
#
れ

ね

女

^

な 

い
。'
し
た
が
っ
：て
:，
'
'ご
、ぐ
最
近
ま
^
、.

資
本
の
：機
能
面
か
ら
見
た
競
# .
論
や
独. 

■占
論
；、
：
.
市
場
胗
態
論
乃
至
構
造
論
へ
適
度
規
模
論
等
々
亦
腓
酈
の「

認
識
：に
と
っ 

て
現
実
的
意
帐
を
も
奴
得
な
か
っ
た)

の
は
？
そ
れ
相
当
：の
理
由
の
あ
る
こ
と
脅 

ぁ

り

、
一

 
'ま
た
逆
に
、

v

最
近
に
だ
々
て
か.
か
る
問
題
意
識
が
何
等
か
の
現
実
的
®
 

拠
を
も
ち
，つ
つ
登
場
し」

て
い
る
>

^
れ
ば
メ.
.
構
造
矛
盾
と
1 .
:
で
の
問
題
そ
の
.も 

の
の
あ
り
方
の
変
貌
を
反
映
し
：て

い

看

の

，で
ぁ
0 ,
、
欧
米
課
国
と
.の
比
較
史

V.

四
六
；(

四
5 :
1
>
.

的
意
味
に
お
い
て
新
し
い
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
い

え

ょ

ぅ

。

'

.

,

'

•

 

.  
.

 

.

 
:

 

.

 
.

 

,  

.

 

•■•

•

.

 

•

•

•

 

.

.

.

•

.

減
 

.

■

.

.

ナ
へ
^

^

の

电

小

企

業

問

題

办

騰

史

的

展

開

は

ノ

既

に

述

ぺ

釭

日

本

資

本

主

義

の
 

構
造
的
特
質
の
が
私
で

^

わ
れ
■

ギ
の
セ
^ ;

^

が
、.'

:

:

こ

れ

を

^

本

主

義

の

世

界
 

.

也

敗

法

則

が

ら

痛

離

し

：
て

琅

扱

5;
:

i

こ

ろ^ ;

、.

_

矶

；
の
|0「

I
I

座

派」

g

f c

独
 

_

と.

囪

式

化

が■
'̂

て)

ぐ

-:
|
>
.
、
ニ

■

る
：
意

味

で

、
ー

桊

進

亂

に

：

城

げ

杏

乙
.
の
：猶
問
題
の
：紘
験
を
学
び
，
日
本
の
問 

題
^
再
認
識
す
：る
：こ
南
ば
極
め
.
て
重
荽
な
也_

ど
：い̂

ね
ば.
：
な
ら
ぃ
な
い
？

 
'

:
本
書
第T:1

部.
蝥

撳

季

る
^

^
垮
の
勞
取
は
允
十
九
世
紀
末
ょ
り
■ニ
十
世
K
 

钒
め
^

が
け
て
の
：ィ
ギ
か
太
：の
産
策
撒
造
高
度
化
過
程
に.
お

け

る「

小
工
業」 

問
題
の
展
開
と〕

ぞ
<0
:
:
帰
焐
を
^
#

と
し
，た
'

^
の
'で
ク
；単
に
過
去
吖
問
題
の(

比
較 

史
的
研
究
と
：れ
奸
に
€
ど
1ま
ら
ず
>

今
0,
:

の
日
本
経
済.
の
1
咼
度
成
長
と
中
小
企 

業
問
題
の
展
望.
.
：

(

第
一1.8 ;
の
課.
題)

>
に
歴
史
的
祗
涔
を
：竽
^

る

意

味

セ%:
'

、

す
 

ぐ
れ
^
現
代
的
意
，義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

;.

'外
池
氏
の.

実
^

|^
:
:

抓
究
ヵ.

ら
明̂

.

ヵ
に.

さ
れ̂

こ.
.
と.

は
、

.

.

.
ま
す
、.
日
本
の
中 

小
企
業
問
題
の
基
盤
で
一
あ
各

.

い
：
わ

^

る

■「

ニ
：重
構
造」

的
な
経
済
構
造
が 
>
 

ィ 

ギ
y>

ろ
の
産_

革
#

々
腠
開
過
程̂

お
い
て
明
ら
か
に
厳
存
し
た
と
い
ぅ
^

^ '

で

あ-
今
':
';-
.'
:

:;
ぐ
^̂
^̂
^̂ 

: 

:

.

す.
な

枝

^
:
,
ィ

ぜ

リ

ネ

產

業

革

命

史

研

究

に

 
ー-..-':八
0
度
の
転
換
を
も
た
ら
し 

，た
と

M 

い
、わ
れ
る
ク
ラ
ッ..

パ
' A 
の
大
篆(J. H

... clap
h
an

i,.. A
n

 Econom
ic .H

isto
ry 

of M
odern B

ritain
, V

o
l. I, 

v
o
l
;«

<!
OI.
In
'-
;-
1
9
2
6
~
s
3oo)

以
来
の
諸
研 

究
の
結
果
か
ら
見
る
と
、
、十
九
世'紀
中
頃
の
イ
ギ
リ
ス
で
ば
、
：
産
業
苹
命
に
よ

る
近
代
的
大
！

H

業
の
発
展
一
は
、
綿

紡

績

製

鉄•

.
石
炭
# ;
原
料
生
産
部
門
の
ま
：
 

ら
れ
た
範
四
の
'.み
め」

L

'.
v

国
埂
の
日
用
品
V
消
費
財
生
藤
の
应
汎
な
分
野
一 

.(

釘
.

飯
r
刃
物
等
の
金
厲
加
工
策
、

紙
維
一1

次
製
品
、.

衣

服

身

：廻
品
等
の
雑
エ 

衆)

に
は
ヾ
産
業
苹
命
期
以
後
も
小
；エ_
,
 
•
象
内
工
業
が
根
強
く
存
在
し
.、
，；大 

規
模
業
種
に
お
け
る
資
本
：の
集
積.
，
集
中
と
こ
れ
ら
の
零
細
規
模
業
種
に.
お
：げ. 

る
資
本
の
分
散
状
態
と
'の
間
に
、
產
桊
構
造
上
め.「

.
ニ
極
集
中」

盼
な
対
照
が 

_.
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
小
エ
業
、._
小
規
模
経
営
：の
；存
立
は
、.
単
：な
を
：：
 

杏
い.
も
の
の
残
存
で
は
な
く
、
産
業
革
命
に
ょ
る
1 |

カ
^

.

機
械
化
：の
影
響
に
：
 

ょ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
i
0.

で
あ
り
：、.
：そ
め
存
立
形
態
は
、
生
藤
者
の
問
屋
：：へ 

の
強.
い
従
属
関
係
を
前
提
と
：す
る
問
屋
制
下
請
組
織
を
特
徵
と
し
て
い
た
が
>
、

こ
こ
で
と
く
に
注
自
ず
べ.
き
点
は.
そ
九
ら..
の
存
立
条
件
、
存
立
基
盤
に.
つ
い
：て 

.
で
あ
る
。
：
.
' 

ぐ
：：：'...
、
.

'..
''
, '.
.
'.
.
',
.
:

:■
■

'
;

■'
;,

:•. 

..

か
か
る
産
業
分
野
に
大
資
本.
が

直

接

進

出

'せ

 
'

す、
小
規
模
経
営
が
支
配
的
で 

あ
る
理_

と
し
て.
、
：1
一
般
的
'に
：は
，
：需
要.
の
多
種
小
量
性
、
不
規
則
性
等
め
取 

場
条
件
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
M
業
$

pp
の
浸
透
ど
と
も
に
、
s
^ f
面
.
«
^
1.
 

か
ら
大
規
模
か
：つ
大
量
生
産
の.
条
件
、が
'漸
次
つ
ぐ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
に
も
拘
ら 

ず
、
な
お
か
つ
小
エ
業
が
成
视
に
存
立
す
る
最
も
大
：，き
な
条
件
と
；し
て
、
_か
か 

■る
産
業
分
野.
あ
る
い
は
そ
の
存
立
地
域
：に
：お
げ
る.
大
量
豊
富
だ
^ ;
賃
；金
基
盤 

.

「

チ.
丨
プ
，*.
レ
ー
、、ハ
I.」

.
の
存
在
の
意
義
が.
再
認
識
さ
^
ね

ば

な

ら

な

い

。
.
，
当
 

時

の

ィ

ギ
.
リ
ス.
の
'チ—

7 -
'.
レ
1
、パ
ー
の
'給
源
は
、
都
市
の
，ス
ラ
ム̂

働

考

の

'
 

家
族
で
：あ
る
婦
女
子
労
働
者
，ユ
ダ.
ャ
人
の
移
民
労
働
者
農
村
地
帯
の.
半
農
^
考 

働
考」

太
エ
業
時
代
の
典
型.
的
な
過
剰
労.
働
人
ロ」 (

資
本
に
：ょ(

？
て
つ
：ぐ
：り

出

ざ 

れ
た
相
対
的
過
-^
人
'
3
で
あ
：:0
:
'て
.'
'

>
こ.
れ
ら
の
^ ，
嫩
者
群
ば
大
^
！業
が
直
接

■ 

• -

■
つ,
-... :

■■

■

■

:

'

'
 
.

.

'
.

\ 
:
'-

;

.

パ
中
小
企
業
問
題
認
識
の
国
際
的
V.
歴
史
的
：•
構
造
約
視
角

支
配
し
，て
：い
な
：い
遅
れ
た
也
産
.分
野
へ
殺
到
し
て
渙
し
い
競
争
を
演
じ
、
夯
働 

'•
者
の
：全
ぐ
の
未
組
織
状
麻
は
労
働
条
件
の
底
知
れ
ぬ
低
下
を
も
た
ら
し
、
近
代 

的
大
工
業
の
.背
後
に
お
げ
る
資
本
の
無
制
限
な
搾
取
の
場
を
提
供
し
た
の
で
あ 

づ
た
> 
と
こ
に
ご
れ
ら
の
労
働
者
と
工
場
労
働
者
と
の
間
の
激
し
い
賃
.金
格
差
f 

を
生
み
、
..
ま
，た.
そ.
れ
が
、：

□:
場
労
働
者
に
お
け
る
労
働
条
件
の
向
上
1、
雇
用
関

:
It..
 
*.
 

.

.
二
.
-
-
.
.
. 

, 

.
• 

-
f
v

係
の
近
代
化
、
労
顧
組
'織
の
発
展
を
制
約
す
る
：こA

J;

に
も
な
る
、.
と

い

ぅ「

労 

働
市
場.
に
：お
け
る
1
ー
童
構
造」

：が
ー
罾
罾
構
造
ネ
@,
の
ぶ
盤
と
し
て
# '
*

し
て
い

た
ぺ
の
そ
：あ
：つ
た
。

パ
：

ノ

」
>  

.

.
,

.

以
上
0
閼
係
ば
、
ま
さ
に
、

マ
ル
，ク
：ス
の
い
わ
ゆ
る
：

「

近
代
的
マ
ニ
ユ
フ
ア 

ク
チ
ユ
ア」

i
T
近
代
的
家
内
労
働』

.

.「

ヤ
シ
マー

”

へ
ー
レ
、ン
1_
と
：し
て
の
苦
汗. 

産

業(

ス
ゥ
工
ッ
テ
ィ
シ
グ)

ゝ
の
本
質
に
関
ず
る
叙
述
を
裏
書
き
す
る
%■.
の
で 

/'
あ
り
，
：
ま
た
、
，そ
れ
か
：ら
毕
世
紀
以
上：

を
経
た
の
ち
の
日
本.
に
お
い
て
、
在
来 

:
エ
業
べ.
の
産
業
革
命
の
影
響
が
;.,
:

「

ニ
極
集
中
»-
構
造
を
確
立
せ
し
め
た
関
係
と

極
め
：て
類
似
し
た
も
の
で
あ
つ.
た

と

い

，
わ

ざ

る

を

得

な

い

_。

 

•

- 

, 

•
•

と
こ
ろ.
が
、'
そ
の
後
の.
過
程
に
：お
い
：て
、
ィ
ギ
リ
ス
ば
日
本
と
は
異
な
っ
た 

方
向
に
問
題
を
落
着
せ
：し
め
，る
と
：と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
：経
済
構 

.

造
矛
盾
と
し
て
め「

小
工
業」

問
勝
克
服
の
方
向
で
あ
っ
た
。
■

■

す
な
わ
ち
、'.
そ.
の
過
程
を
小
エ
：業
の
存
立
形
«

の
変
化
と
い
ぅ
侧
面
か
ら
見 

れ
ば
？
十
九
世
紀
末
以
降
の
国
際
経
済
条
件
の
：変
^
を
背
景
と
し
r
 
5

一
 
次
®
 

業
单
命
の
展
開
に
と
i

な
}
ィ
ギ
A

ス
產
業
構
造
c>.
重
：化
学
工
業
化
H
高
度
化 

が
進
行
ず
‘る
^
程
へ
の
：小
エ
業.
の
対
芯
の
仕
方
と
い
ぅ
形
で
あ
ら
わ.
れ
る
。
そ 

.

.
れ
：に..
は
ニ.
つ
の
任
方
が
あ
,0
て
、
そ
の
一
つ
は
、
々
西
部
、？
ッ
：ド
ラ
：ン
ド
地
帯
や

:
ロ
ン
ド
'/.
.
の
金
厲
加
±

業
等
^
見
?>
::
れ
る
ょ
ぅ
に
、
製
品
分
野
を
消
費
財(

H

■ 

- 

• 

.

.

.

.

.

:

四
，七

：

〈

四
：ニ
§ 
,



;
用

馨

汶

か

一

ら

坐

産

財
；： (

機械部品等

)

#
転
換
す
る
に 

立
形
態
や
頭
用
関
係
を
解
消
し
、
既
存
企
槳
の
成
長
と
近
代
化
を
通
じ
て
近
代 

的
工
場
組
織
の
確
.*
へ
向
う
と
い
う
タ
ィ
プ
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、•
シ
-工
フ 

ィ
ー
ル
ド
の
*刃
物
工
業
や
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
メ
リ
ヤ
ス
工
業
の
例
に
.見
ら
れ 

,
る
ょ
>

に
：、.
機
械
制.
太
量
盛
產
と
：の
競
免
を
避
け
ゼ
製
品
乐
野
を
安
偭
品
か
ら
/ 

.
高
級
品
':へ
：転
換
す
る
ど
と_
を.
通
じ
て
：旧
い
形
態
を
克.
服
:̂
ソ

小

規

模

卫

寒

の

ま
 

..
ま
で
は
あ
り
な
が
ら
'.
':.
市
場
'•
技
锨
条
件
か
ら
見
て
適
度
規
模
論
的
に
説
明
し
: 

# -
を
%-
の.
：に
落
齋
す
る
ど
：い
を
久
ィ
：プ
ー
で
あ
っ.
た

。
へ;:
:
.
マ
へ 

ト
佝
れ
に-
^
で
も
ノ
以
上
め
推
転
に
^

づ

て
-̂
十

九

世
 

か
け
て
ィ
ギ
リ
ろ
の
経
済
構
务
の
上
：に
:̂
ら
わ
れ
た
大
き
な
変
化
^

::

産
業
構
' 

造
に
お
け
る
小
経
営
办
比
電
の
罾
し
い
砠
〒.

8
汰 

'
駆
逐—

残
存X

.

と
構
造
ぐ 

;
矛
盾
と
:
し
て
の
小
エ
業
問
題
，の
意
義
の
喪
失
：乃
至
著
減
と
い
う
と
と
:'
で
あ
っ
丨 

た
。
と
ど
6 ;
で.
、，"
が
が
：る
変
化
を
も
だ
ぢ
し
た
直
接
€>
'
要
因
が
、：：
產
業
構
造
'の
，
 

高
度
化
に
ょ
る
：ィ.
ギ
リ
ス
経
済
0
成
長
そ
の
も
^
で
は
：な
く
：、
ま
た
労
働
基
盤. 

の
変
化
に
お.
い
て
も
、
労
働
力
供
給
の
絶
対
的
減
少
と
い
y

意
味
で
，の
遍
剩
人 

ロ
庄
カ
ー
の
消
滅
と
い
う
こ
と
セ
は
ー
な
く
フ
む
し
ろ
労
働
運
動
办
発
展
^
労
働
者 

の
組
織
化
を
背
景
と.
ず
る
社
会
立
法
0
展
開
と
い
う
ダ
：ィ
ナ
ミ
；ジ
ク
な
社
会
的 

過
程
そ
の
も
の
で
あ
づ
た
、
：と
い
う
関
係
が
こ

こ

で
は
^
ぐ
に
茁
自
に
値
す
る 

の
、で
あ.
る
。
す
な
わ
ち
、
'.産
業
革
命
の
展
開
と.
と
も
に.
昂
揚
し
て
疗
づ
.̂
労
働_
 

運
動
が
、:.
初
期
の
職
入
組
合
か
ら
臧
能
別
の
ト
：レ
|

ド
>:.
:
_,
ユ
ニ
.ォ
ゾ
組
織
へ
と 

成
長
ず
る
，の
：に
対
応
し
て
、
十
九
世
紀
上
り
1
-—
*
十
世
紀
へ
.か
け
て
エ
瘍
法
と
冬 

の
拡
張
、
象

場

法

の

適

用

、
：教
育&

に
ょ
る
エ
瘍
法
；の
補
完
、':
最
低
賃
金
制 

“の
施
行
ヽ
等
々1

連
の
社
会
立
法
‘.
制
度
の
展
開.
が.
不
可
避
と
な
り
'

か
っ
て
''

-
,

.

四

八

： (

四
ニ
四)

'

の
苦
汗
産
業
の.
存
立
菡
盤.
で
あ
っ
た「

チ
ー
プ
•
レ

ー
バ
丨

«_
.の
利
ヰ
が
困
難
に 

な
を
と
い
う
労
i

盤
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
、
か
か
る
労
働
市
場
し
た.
が
：っ

て
. 

實
金
勞
働
の
檎
复
変
似
を
補
提
と
、1 ;
:

^
の
資
本
の
メ
丸
_ :
1
ズ
.み
が
働
く
こ
と
に 

H

-?:

で
:-
'

は
：W

め
，て
、
. '
資
本
制
エ
：場
労
働
：と
家
内
労
磡
と.
め
賃
金
格
羞
、
両
考
：

'の
浦
互
制
約
依
存
関
碍”
資
本
蒈
積.
に
お
け
全
；ー
極
集
中
的
構
焉
し
た
が
っ 

.

ヾ
て
経
済
構
造
矛
盾
と1>
て
'の
-1-
小
エ
業
,-
間
題
解
消.
ベ
の
途
が
可
能
と
な
っ
.た

ゆ
で
あ
づ
ー
た
。

\

-,
:

■

-

,

rv:
今
日
の
；日
本
経
済.に
お
け
夸
T
'=
l
重
構
造」

、
：
中
小
企
業
問
題
に
関
し
て
、

:■

高
度
成
長
：に
よ
る
良
動
解
消
論
が
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
’て
い
る
こ
と
を
考
え
る 

.
と
き
、
こ
の
ィ
ギ
リ
ス
の
経
験
が
有
意
義
な
教
調
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

,

.

.

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
経
済
^

造
の
変
化
に
つ
.い
て
は

、

ィ

ギ

リ

ス

経
済
自 

▼
本
の
間
題
ど
レ
て
見
れ
ば
：、
：外
池
氏
自
ら
が
残
さ
れ
た,

M
上
し
て
提
起
し
て 

.
い
る
よ
う
に
、
: '

社
会
立
法
^;
推
進
し
た
主
体
的
要
因
、
労
働
連
動
と
の
具
体
的 

，関
速
、：：

機
械
制
大
^

業
と
の.
関
連
に
お
け
る.
：「

ニ
重
構
造」

.-「

小
エ
業」

問
題 

の.
意
義
，
問
勝
解
消
べ
へ
の
途
を
歩
ん
.だ
小
企
業
経
営
の
性
格
等
が
さ
ら
に
究
明 

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
同
時
に
ま.
た
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
日 

* '
■

資
本
主
義
へ
：の
適
用
と
表
れ
に
よ
る
構
造
的
特
質
の
：世
界
史
的
関
連
づ
け
と 

.
い
1

こ.

.

と
%'
、
そ.
れ
に
劣
ら
ず
重
要
な
課
题
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
さ
ら
に
、第

.一
 

.

部
の
間
題
意
識
の
あ
り
方
と
も
関
逮
レ
て
、
ィ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
は
相
対
的
に 

後
進
的
な
経
済
構
造
と
そ
，の
矛
盾
を
も
つ
^
で
日
本
と
の'
一
0
の
類
似
性
を
有 

.
す
る.
ド
Nr.
'y...
の
場
合
に
O '
い_.
て
，
.
も(

.
そ
の
^
小
エ
業
卜
問
題
の
展
開
と
帰
結
に
関
'
 

す
を
構
造
：̂
か
ク
国
際
故
視
角
が
ら
の
解
明
が
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
^
な
れ 

ば
，、
日
本
の
問
題
の
.比
較
史
的
研
宠
は
よ 
>

充
実
し
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
.

V

㈣

日

本

経

済

の

高

度

成

長

と

中

小

企

業

問

題

：：

...  

. 

. .
.
.
.

+•
;. 

" 

..

中
小
企
業
問
題
の
国
際
的
視
角
が
，.

問
題
の
比
較
史
的
研
究
の
み
に
11
^
す 

::る
も
：9
で
は
な
く
、.

今
日
の
日
本
経
済
に
お
け.
る.
中

小

企

業

問

題

：
の
：現

状

と

羅
 

望.
の
解
明
に
新
し
い.
光
を
投
ず
る
もの

：，

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ 

る
。
':
'
そ
1 .
て
.、
中
小
企
業
間
題
の
現
実
も
ま
先
国
際
的
視
角
か
ち
の
贫
認
識
と
へ 

■]
?
検
討
を
要
請
す
る
：段
階
に
：来
て
い
る
。
そ.
れ
は
、
戦
後
日
本
経
済
<0
構
造
変 

化
と_

<7
>;
高
度
成
長
の
過
程
せ
、
戦
前
以
来
€ )
:.
日

本

の

構

造

的

特

質
.>
:
セ

小 

企

業

問

題

め

内

容

に

：も

若

干

，の

変

化

が

：あ

^-
わ
れ
、'--
と
く
に
，
_

際

的

自

：
|̂
化

条 

件
の
現
実
化
と
と
：も.
に
，:

ぃ
：ゎ
砂m

「：一

M

構
造
S:
の
；改
善
，
中
小
企
業
間
題 

の
：解
決
等
々
の
問
題
が
、
：新
^
\,
>
問

題

意

識

：と

じ
^
あ

岑

い

：
は

政

策

的

課

題

；と 

し
て
浮
び
土
、つ
て
来
た
と
本
に
端
的
に
示
さ
れ
オ
い
^

勿
論
’
現
氣
に
お
い 

て

は

、

：
問

，題

.
の

古

い

：姿̂
新.
し
い
姿
と
の
混
在
、■'.
間
題
0
現
実
の
姿
と
新
レ
い 

課

題

：ど

の

：
ギ

ャ

：
ッ
プ

‘が
あ
：ヴ
、
.:
:-
統
：ー
的
な
把
握
は
困
難
で
は
あ
を
が
、：

」

：要
す
る 

に
、
先
進
周
の
経
験
を
念
頭
に
お
き
つ
づ
、
日
本
；の
中
小
企
茱
問
題
汾.
変
化
1>. 

得
る
も
の
と..
の.
前
提
に
立
.つ
て
考
え
る
な
^；
ば

'、

今

日

の

高

度

成

長

と

産

：業
構. 

造
高
度
化
の
過
程
で
中
小
企
#
問
敷
は
令
後
い.
か
*
る

丸
向
を
迪
る
か
、
，
如

 

克

服

；
の
，途

か

そ

れ

と

:%
反

対

の

途

か'.
と

い
:5
"占

^ -
-
当

面

の

大

き

な

課

題

と

な
 

:
つ.
て
：來

よ

ぅ。：..
: 

-

'

へ 

と
；と

ろ

で

、

.
‘こ

ぅ

し

た

^

:

か

ら

日

本

の

中

小

企

業

問

題

を

取

扱

ぅ
場
合
に 

f t
s
pn
'
j題

：の

本

質

(

特
贫X

と

規象
：： (

問
激
の
あ
り
方)

V 
:
問
題
の
あ
り
方
に
钤 

け

へ

る

古

い

形

態

と

新

U
い
：形

態

と̂
^
、
明

瞰

に

区

別

す

る

必

要

が

あ

る

.'
0
:
:

ノ
ま
ず
問
題
の
本
質
'C

#

濱)
：

は
、
'.
独
占
段
階
に
お
い
て
成
熟
し
定
着
し
た
日
:

, 

.....  .
..
 

•
•
 

,
 
•
•
 •
•

バ
中
小
企
業
問
題
認
識
の
国
際
的
•
歴
史
的
>)

i

的
視
^ .

本

資

.̂
主
義
の
経
済
構
造
矛
盾
と
-1.
,
て
、.

資
本
の
階
1
的

構

造(一

一
極
集
中
的 

構
造)

に
対
応
す
る
労
働
の
階
層
的
構
造
I

い.
わ

ゆ

る「

ニ
重
構
造」

的
な 

格
差
構
造
|
丨
を
通.
じ.
て
の.「

摊
取」

と

「

収
奪」
関
係
の
欧
米
先
進
国
に
は 

見
ら
れ
ぬ
独
特
の
メ
カ
-
ズ
ム..
に

あ

る

、

と

要

約

す

る

こ

と

が

出

来

::
'
'
そ

の

メ
 

力-

次：

ム-
R 

機
構-
の
も
と
で
'*
中
小
企
業
；(
問
題)

の
罾
罾
.
再 

.

生
産
を
‘必

然

祀

す

る

：
技

術

、

•

場
条
件
と
労
働
迤
盤
？(

相
対
的
過
調
入
ロ
プ
一 

ル
：と 
労
働
市
^
 
の

「

ー«

構
造」 )

^
前

提

と

，
し

、
f
資
本
^ '
中.
を
促
進
す
る
財
政..

.

金
融
機
構
"
再
生
産
過
@..
を

通

；じ
ヤ
，

.
の
中
小
企
業
の
独
占
•
大

企

業

.に

対

す

る 

補
完
的
；=
龙
属
的
関
係
等
を
そ
の
#
組
み
と
'.
L
て
い
る
、；：
と
見
る
こ
と
が
出
来 

..

る
。'
:
,

.
: 

- 
• 
- 
V 

 ̂
 ̂

V.
. 

,

そ
ち
て
、.
こ
の
は
方
な
構
造
的
関
連
に
お
：い
て
生
ず
る
問
題
の
現
象
形
能
心
と 

，'
し
て
は
、
；そ
れ
ら
が
統
：勒
的
私
把
握
さ
，九
る
限

:,
0

で
：は

、
つ
た
^
え

ば

、
：
：.
国

際

的 

に
見
た
資
本
集
^

の
相
対
的
低
位
と
：中
水
企
業
；の
量
的
比
重
の
挺
要
性
、.
滝
沢 

氏
が
詳
細
な
分
析
を
行
つ
て
い
る
中
小
企
業
の「

問
題
性
,-,

■

す
な
わ
ち
、：

そ

，
 

の
低
生
產
性.(

従
業
®:
一.
人
当
り
付
加
価
値
の
規
模
別
格
差)

、
経
営
難
：(

従
業
貴 

•..
'1

人
当
々
粗
利
^

^
の
：規
模
別
格
差)

:-
劣
惡
劳
働
条
供(

従
業
員
—-
人
当
：り
賃
金 

額
の
規
模
別
格
差)

等

方

示

さ

栝-:
-
そ

の

他

質

的

な

諸

指

攘

と

し

て

の

ス

わ

ゆ
 

-

る
'「

冲
小
企
業
性」

が
見
出
さ
れ
る
。
中
小
企
第
問
題
の
通
例
的
な
あ
り
方 

ン
は:.
'-'.
'以.
上
の.
ょ
ヶ
な
問
題
性
^

を

為

た』

ず
独
占
的
支
配
：.

权

奪

,
利
用 

ス
資
本
諸
階
層
を
通
じ.K

の.「

1>
:

わ
：ょ
せ」

^
め
諸
.形
態
と
労
働
者
搾
取
の
諸
様
相 

.̂
外
な
ち
:'
?
:
-

-b-
^
l

も
と
れ
ら
が
、
.',
問
題
1
精
造
矛
盾
の
独
占
資
本
自
免
.へ
の 

，ハ
ネ
返.
り

を
さ

吹
ど
意
識
せ
ず
に
行
い
#

た

と

い

ぅ

点

に

関

す

，る

限

り

で

は

、 

若.
千
の
例
外
は
あ
;̂ ,
«

刖
、
戦
後.
を
通
じ
^

か
貫
し
た
：問
題
の
古
ぃ
あ
り
方

.-
 

-  

-
 

.

.
' 

.. 

ノ-

!■..
 

.
::

■
:■.-
 

.
一
.

;
•
. 

四
九 

>(

四
ニ 
五)

-:.



で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

: 

.

./.
.

* ;
&>
■
# _

後
^

撒
¥.

の
変
化.
が
顚
^ :
之
策
っ
^
昭
® '-

#

度

波

程

^ :

修
•
歡

讲

謹

業

間

題

^

®

戈
は
：、：
^ -

ぬ

^
次
众
ご
也
ぶ
ぃ
ゥ

え
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。
 

' 

■ 

. 

• 

, 

 ̂
•
,

:■
:
;
滝
^

^

指
摘
u
#
"
い
^
よ
5:
:

:
#
高

览

成

長

過

痺

に

：
お

.
い
ぞ
果
1
^

企
業.
の
役
割
と
し
て
は
、
独
占•

大
企
業
の
資
本
蓄
積
の
た
め
の
源
衆
乃
至
そ. 

の
条
件
ど
€

;-
0
1 :
、--
そ
の
禽
鹿
屢
ぺ)

の
間
接
的
貢
献
を
な
'̂

き
く
、
そ
の.
限
り
で
は
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
独
占
資
本
に.
よ

る

「

二
重
構

な
ら
な
い
。
し
か
し
、丄
尚
度
成
畏
そ
の
も
^
が
中
小
企
業
に
与
え
た
影
響
か
ら 

は
、
浩
干
の
新
し
い
傾
向
を
見
る
こ
と
■が
出
来
る
。
す
な
'わ
ち
、、.
大
企
業
が
主 

:
暮
す
る
高
度
成
長
が
:'
;

技
術
^ :
新
ね
よ
る
產
槳
構
造
.0
高
度
化
".
舊

構

造

：
の

.  

変
革
を
^
も
な
い
夺
づ
彳
東
ず
免
働
市
場
挎
拉
け
ぃ
る
需
贫
関
係
り
変
動
を
-®
^

て
: '.
,
中

小

企

業

一

及

び

農

業

^ ;
第
み
次
産
業
迄
^
け
^ :
労

働

基

盤

ぃ

：
(

過

剰

：人;0
オ；： 

I
ル)

に
影
響
を
及
ぼ
し
、

つ
い
で
独
占
檄
構
の
！

$

編
成
、
企
業
系
列
化
の
推 

進
に
よ
ざ
中
小
企
業
内
部
の
炎
業
格
差
办
拡
^

へ
階
層
分
化
め
促
進
を
通
じ
^
' 

中
小
企
業
の
構
造
変
化
^

い
^
#
石_

撒
を
展
開
せ
^
め
る
に
至.
っ
長
。:'.
'-'-

- '
れ
：
 

ら
の
変
化
は
、
新
規
労
働
カ
カ
に
っ
1>
ー
て
：の
企
業
廉
模
別
賃
金
格
差
の
瀚
少
、
へ
就 

業
#

造
の.
近
代
化
と.
零

細

企

業

め

没

落

等

の

形

で

あ

ら

わ

れ

、

ま

た

、

,.
.さ

き

の
は
、
■全
体
と
し
て
、.
高
度
成
長
，に
よ
る
著
し
い
変
化
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ 

り
、
さ
e>-

に
、
今
後
に
予
想
さ
れ
る
経
済
成
長
、の
鈍
化
、
自
由
化
に
よ
る
国
際 

競
贫
庄
ヵ
等
妨
务
件
炊
务̂
賞
ば
、：

独
占 
一•：呔
炎
業
ぬ̂

る
既
存
の「

ニ
翦
構 

造」

の
利
用
、
中
小
企
業
収
菴
の
従
来
の
体
側
、
し
た
が
っ
て
問
題
'の
古
い
あ 

り
方
は
、
か
え
っ
て
強
め
ら
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

(V
:

と_

い
ん
，;'.
大
最
的
，.

;¥
均
的
が
考
察
に.
よ
'
っ

丈

_

め

展

開

办
 

:

面
，
過
小
評
価
W
、
問
題
め
固
定
的.

公
成
的
娌
解
に
陥
f
T
は
な
ら
な
•
い
。
 

%:
の
新
1>
い.
侧
面
!̂
は
;:
;
'
':

「

1:.
:«
構
造
'

」

-:
;
徹

関

係

仓

前

提

走

し

：
て

養

さ

れ

.て 

来.
£
咼

度

虡

長

：ぞ

め
^
0
が
、-^
1:
::1

'を
果
し
は
じ
め
た
こ
と
、
ま
た
大
企
業
に
よ
る「

ニ
：重
耩
造」

を
前
提
と
し
た 

^ •
^
|_

の
耿
奪
;»
:
利
^
:

式

：が

、
：
：
大

企

1
^
1
1身
©.
高

度

成

長

や

_

際

競

争

カ 

を
制
約
す
る
と
い
う
関
係(

い
わ
ば
、
構
造
矛
盾
そ
の
も
の
：が
.独
占
資
本
自
身
の 

制
限
に
为
る
と
い
う
問
題)

が
明
瞭
に
な
っ
て
来
た
こ
と
罾
、
：を
意
味
す
-?
>
。

.
第
二
.̂

点
に
ニ
つ
い
^
は
、
；
...さ
き■:

に

も

述

べ

？
た

.
よ
う..
に
、
高
度
成
長.
の
，中
小
企 

業
べ
0 .
ま
®
が
'-
中
ポ
：企
寒
め.
存
立
条
件
で
あ
0
た
：低
賃
金
労
働
莶
盤
に
変
調 

を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
い
ま
ま
で

,0
と
こ
ろ
、
激
し
い
格
差 

的
雇
用
構
造
：€>
;
経
済
法
則
的
修
把
の
程
度.
に
：
と
：
ど

.ま
つ

 
'て
は
い
る
も
の
の
1
•
£ 

の
こ
と
は
、_

時
に
>

大
企
業
に
よ
る
：

「

-b
か

ら

：

」

.
の

無

制

限

な

収

摩

に

対

す 

:
る
抵
抗
線
が
生
れ
、
''.
'「

し
ゎ
ょ
#」

\
を
困
難
に
す
る
条
件
が
.形
成
さ
れ
出
し
た

付
加
価
S
生
産
'性
、.

粗
利
潤
額
«

の
指
標
に
'つ
い
；て
も
あ
る
程
度
確
認
じ
得
る.

こ.
と
を
示
す
も.
の
.で
あ
り
. '
こ.
れ
が
ま
た
大
企
業
の
.年
功
制
度
へ
も
反
作
用
す 

の
で
あ
る
。
“
•'(

 

;■
,
>
.
:
'
.
■■

ふ

-

る
こ
と
^

ょ
0
て
、'
既
存.
の
：「

-1,
重
構
造」

基
盤
の
維
持
>
存
続
が
困
難
と「

な 

し
か
し
な.
が
ら.
、
滝
沢
氏
の
結
論
め
ょ
，5
に
、.
統
計
的
'.
大
量
的
考
察
に
ょ.

る
徵
候
が
あ
ら
わ
れ
た
尤
上.
を
意
味
す
る
。
' '.
:.

れ
尤
、：

い
わ
少
る「

ー
晝
構
!̂」

.
的
な
^
^
、

中
/]
>
企
業
：の
- :「

問
題
性」 .
.
に

.
，.第
ま
の
点
は
、
.
：い.
わ
：ゆ
る
成
長
産
業
分
野
を
中
心
に
，展
開
さ
れ
て
来
た
企
業

系
^
体
制
、
す
な
わ
ち
中
-^
企
業
の.「

上
か
ら」

の
育

成

と

組

織

化

^

よ
る
系
 

列
的
支
配
そ
の
も
の
が.
、
如
実
に
そ
れ
を
示
し
て
い.
る
わ
け
で
あ
る
が
、
も
と 

も
と
企.
業
系
列
体
制
自
体
が「

ニ
f
fl
構
造」

基
盤
の
上
に.
行
わ
れ
た
独
占
支
® 

の
方
式.
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
構
造
矛
盾
に
大
企
業
自
ら
が
直
固
す
る
事
態
を 

:

迎
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

一
方
で
は
企
業
系
列
が
ら
排
除
さ
れ
た
小
*
零
細
企 

.

業
の
技
贫
的」

経
#
的
落
差
が
系
列
企
業
群
へ.

.

の
ブ
レ
ー

キ

とな.
り

、

他

方

..
で 

は

，系
列
化
が
必
ず
し
も
中
小
企
業
の_.「

問
題
性」

.

.
を
克
服
す
る
も
の
で
は
な. 

く
、
親
企
業
の
必
要
と
す
る
レ
べ
ル
の
高
い
中
小
企
業
は
ノ
か
え
ら
て
企
業
系
 

列
の
枠
を
越
え
た
と
.こ
ろ
に
求
め
な
け

れ.

ば
な
ら
な
い
と
い

ぅ
現
実
に
直
面
し 

て
I

る

(

独
立
し
た
専
門
的
中
堅
企
業
の
発
展
は
、
新
し
い
事
態Q

到
来
を
物
語. 

っ
て
い
る) .
。% '
ら
に
、
独
占
資
本
自
身
の
機
構
苒
編
の
問
題
を
'も
食
め
て
、
た 

業
系
歹
体
抑.
へ..
の
：反

省

と
-]
?
検
討
す
ら
見
ら
れ
る
に
至.
っ.
て
'い
る
：.(

最
近.
'の. 

「

新
産
業
体
制」

の
問
題)

。

,

,

.

以

上

の

諸

点

は

、

新

し

い

侧

而

の

—
端

に

過

ぎ

み

い

が

、

そ
：こ
に
見
ら
れ
る 

も
の
は
、
中
小
企
業
問
題.
の

古

い

あ

り

方

と

絡

み

，合

い

つ

つ

展

開

す

る

問

題

の 

新

し

い

あ

り

方

に

外

：な

ら

な

い

。
' 

' 
で
' 

广
：..
Vi

.
な
お
、
こ
の
よ
ぅ
な
客
観
：

i

な
構
造
4

の
変
化
と
と.
も
に
、：..
こ
れ
を
反
映
ず
' 

る
問
題
意
識.
の
面
に
も
注
目
す
べ
き
爽
似
が
^

ら
わ
れ
て
来
たX

し
と
も
事
実.
で
；' 

あ
？)
'
。
- :
こ
九
を
と
く
に
政
策
的
認
識
に
略
:0
て
見
：る
な
ら
が
、..
こ—

ま.
で
、
；
金

： 

舞
策
等
を
は
じ
め
と
し
.̂

:
と
が
く
個
別
対
策
の
羅
列
に
終
：c
fc
:

中
小
企
業
' , 

政
策
が
:'
'
高
度
成
長
の
進
展
と
と
%'
'
に
，
会

線

合

的

. '-
',
統

|
的
な
亂
題 

り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

と

と

、
.
た

と

え

«

、
：：
-:
.行
政
窘
そ
め
他
を
中
心
に
，
；.
：
 

^

^
構
造
：に
奴
け
を
合
趣
的
な
中
小
企
藥
の.
ぁ
：̂
方
が
；
_
間
題
ー
と
，
ざ

^

，

；
#

造

.

:'
.4
«
小
企
業
問
題
認
識.
の.
国
際
的
♦
歴
史
的
•
構
造
的
視

角

，

改
善」

政
策
乃
至「

格
差
是
正」

政
策
のj
環
と
し
て
中
小
企
業
対
策
が
考
虛 

さ
れ
る
に
：至
っ
た
こ
と
な
ど

Aマ
日
、「

中
小
企
業
菡
本
法」

に
ま
で
発
展
し
て 

し
る)

.

は
そ
れ
で
あ
る
0
勿
論
''.
政
策
主
体
の
■■性
格
に
係
わ
る
限
界
の
あ
る
こ 

と
は
当
然
で.
あ
る
が
、
趴
占
-.
大
企
業
^-
身
の
利
害
観
点
に
直
接
結
び
つ
く
も 

の
と
し
て
，
そ
れ
が
漠
剣
に
提
起
さ
れ
出
し
た
と
こ
ろ
に
新
し.
い
意
義
が
見
ら 

れ
る
の
'
で
あ
る
。

: 
ノ：，
■:.

然
ら
ば
、.
以
上
の
諸
関
連
か
ら
、
日
本
の
中
小
企
業
問
題
の
今
後
の
展
望
は 

い
か
な
る
も
の
に.
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第

二

部

で

詳
V 

細
に
分
析
さ
れ
た
先
進
国
ィ
ギ
リ
ス
の
M
^
を
思
い
合
わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ 

る 
P 

-

.

:

い
ま

'
資
本
主
翁
の
段
階
的
差
異
を
別
と
す
れ
ば
、'
国
際
的
に
は
自
由
競
争 

庄
カ
、.

国
内
的
に
は
，

「

ニ
重
構
造」 .

に
も
と
づ
く
構
造
矛
盾
の
存
在
、
産
槳
構 

造
の
高
度
化
に
よ
る
経
済
成
長
© '
展
開
等
、
十
九
世
紀
後
半
の
ィ
ギ
リ
ス
と
今 

日
の
日
本
と
で
は
'

見
類
似
し
た
マ
面
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は 

あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
お.
か
丸
た
客
観
的
条
件
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

ィ
ギ
リ
ス
の
場
合
に
構
造
矛
盾
と
し
て
の
問
題
の
克
服
が
、
労

働

運

動

を

背

景

、
 

と
す
る
社
会
立
法
'.
制
度
の
：展
開
之
：い.
う
主
体
的
要
因
の
媒
介
に
よ
' 
っ
て
は
じ 

め
で
可
能.
で.
ぢ
0
た.
と
同
じ.
よ
う
に
、
日
本
の
，場
合
に
お
い
て
も
、
か
か
る
主.

体
的
要
因.
の
艘
割
を
無
視
t

て
間
題
“の
将
来
を
語
る
と
と
は
無
意
味
で
あ
る
。

.
-
の
占
?
-

高
度
成
長
が
日
本
- .̂
n
i

檇
造』

，

中
小
企
業
問
題
を
自

動

的
 

ン

に

解

消

す

が

ど
-^
タ

掘

方

は

ぃ

本

書

廣

筆

各

庶

が

正

し

ぐ

評

価

さ

れ

て

い

る

上
 

う

に

、
：
.
労

働

運

動

等

の

一

主

体

的

■要
因
の
意
霧
を
認
め.
な.
い
機
魄
論
で
あ
？)
•■
と
い.

わ
ね
ば
な
ら
ず
、.
.ま
た
逆
に
、.
高

度

成

長

に

よ

っ

て

「

ニ

逋

構

造

」

は

ま

，す

ま

:

五.r
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へ



:
す
资
't-
し
問
題
は
深
刻
化
す
る
と
の
み
観
る̂
の
も
,'
同
様
な
意
味
に
お
い
て, 

機
械
論
：で
あ
る̂:
同
時
；に
、
構
造
变
化
の
新
し
“
侧
面
に
自
を
閉
じ
る
観
念
論 

で
'あ
り
公

式

論

で

：
あ

る

と

.
い

え
よ

ぅ

。し
た
が
っ
て
、
問
題
の
.
今
後
の
；動
向
を
決 

- :
つ
：
の

鍵

は

：
、
高

度

成

長

過

程

が

生

^
出
1>
:
た.
新
し
い
客
観
：§^
件
を
' 

今

日.
の
日

本の.：

労

働

運

動

■
"

(

と

く

に大
企
業
労
働
者
と.
の

淵

連

に

お

げ

^

中

小

企 

業
労
働
者
の
組
織
運
動
等

)

.
や
構
造
改
革
等
の
社
会
運
動
が
ど
の
よ
ぅ
に

〗

受
け 

と
め
、
■ど
の
よ
ぅ
に
対
処
ず
る
が、
^
.I*

下
か
ら」

の
主
体
的
要
因
と
；し
て
構
造 

変
化
に
ど
の
よ
う
な
積
極
的
役
割
を
果
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
か
か
つ
て
来 _ 

. 

五
'一：

一 :(
四

11八
)

を
。
',
免
働
基
盤
に
直
接
影
響
を
与
え
る
.£
ぅ
^
た
作
用
の
上
に
、
資
本
の
メ
カ 

ニ
ズ
ム
が
展
開
さ
れ
る.
な

ぢ

咏

、

；； _
;

そ
の
：と
き
に
は
じ
め.
て
わ.
れ
わ
れ
ゆ
、

「

ニ 

重
構
造」

の#
^
，
問
題
：の
克
服
に
つ
い
て
語
ヴ
得
る
：で
あ
ろ
ぅ
。
；但
し
、
現 

代
資
本
主
義
体
制
下
に
'あ
石
4 -
日
の
日
本
に
：お
い
そ
，
問
題
克
服
の
過
程
が
' 

.
か
つ
そ
の
+
九
世
紀
末
ょ
り
ー
ー
十
世
紀
に
が
け
て
の
ィ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
の
単
な 

.
る
繰
返
レ
と
い
ぅ
単
純
な
形
で
は
見
ら
れ
な
い
'で
あ
ろ
ぅ
こ
と
も
、
留
意
し
て 

お
く
必
要
：が
あ
る
。
..(

1
九
六
-*
1
2

~1
協
同
姐
合
の
理

§

つ
V、
て ̂

^

 
.

.
子

'

;-

•

.

.
 

.

.-.
>•.

ハ

■  

V 

•

な
内
诳
的
批
判.
で
あ.
り

.
、

.
そ

の

是

.
否
が
今
白
協
同
組
合
理
論
を
要
請
す
る
現
実 

的
モ
メ
ン
トM

合
致3

て
い.
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
度
近
藤
康
男
^

「

協
同
組
合
は
商
品
経
済
の
発
展
に
応
じ
て
生
成
発
展
す
る
歴
史
的
範
疇」

'，で 

あ
っ
て
ぐ
資
本
主
義
経
済
に
限
定
さ
れ
て
は
な
ら
ず
ノ

.X
資
本
主
義
経
済
に
お 

い
て
も
そ.
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て
興
な
:̂
そ
の
存
立
の.
客
観
的
，..
主
体
的
条：.  

件
を
こ
そ
究
明
す
ベ
、
き

であ

り

、
.
.

：「：

生
産
の
総
過
稈
之
協
同
組
含
と
の介
"
在
点 

は
た
だ
に
流
通
過

程

.
に

と
ど
.ま
る
も
の
.で
ば
な
い」

と
す
る
伊
東
勇
'夫
氏
の
所 

説
ス.「

現
代
日
本.
協
同
組
合
論」

1\
九
六
0
年)

が..
、
' レ.
I. 
ニ-.
ン.
の...掘
同
組
合
論. 

に
ょ
る
"
協
同
組
合
の
弗
ゥ
ク
ラ
ー
ド
説
"

に
つ
か
ず
離
れ
ず
，
従
来
の
流
®
 

説=

商
業
利
潤
排
除
説
•
総
資
本
に
ょ
る
協
同
組
合
創

設.
説
に
対
す
る
客
観
的 

条
件
の
歴
史
性
、
主
体
的
組
織
窻
識
の
指
摘
を
伴
ゥ
/C
批
.判

と
し
；て
戦
後
農
協 

理
論
.の
一
集
体

成

と

見

な

さ

れ

.、

.
樺

め

て

大

き

な

関

心.
を
あ.
つ
め
た
'こ
と
は
理 

由
の
な.
い.
こ
と
で
：は
な
い
。/
‘そ
れ
は
従
来Q

:

お
び
：た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
る
協
同 

組
合
に
っ
い
，て-
の
諸
論
稿
の.
理
論
的
兹
盤
で.
あ.
り
、
あ
：る
い
は
^

判

？
克
服
の 

:M
象

，と
な.
っ.
て
い
る
意
味
で
ま
•
さ
k

今
日
'で

%-.
'.

「

協
：同.
組
：合
理
論
，の.

^:  

軸」

- :(

奥
谷
松
®

を
な

し.
て.
い
，る
近

藤
•
井
上
1
|

翁
對
す
る
«
も
体
系
的 

•.

「

協
同
組
合
の
酒
論」

に
っ
ぃ
て

.

•^
協
同
組
合
ガ
娌
論
：

j  (.

一
 

九
六
一
'
一
年

〉

が
：
そ

の

反

批

判

な

い

じ

自

説

の

確

認

. 

発
展
ゼ
い
''
5
形
で
出
さ
れ
た
以
上
、
'我
々
は
そ
の
問
題
点
を
再
検
討
し
な
ぃ
わ 

:
け

杧

は

ゆ

が

な

い

：
の

で

あ

る

;>
:
-
;
。

“

フ
 

:

:
問

題

の

核

心

：
は

次

0
ょ
ぅ
に
整
理
さ
れ
る
と
思
ぅ
。
; ..
:

:

1
，
べ
，

「

い

わ

ゆ

る

：流

通

説

：
に

お

い

て

は

協

同

組

合

は

資

本

制

社

会

^

お

け

る 

合
法
的
產
物
と
し
て
資
本
の
運
動
法
則
と
の
合
理
的
関
連
に
お
い
て」

' 
把
握
さ. 

れ
る
べ
き
で.
あ
り
、「

商
業
資
本
：の
節
約
に
i

o

て
資
本
制
生
産
に
お
け
る
商 

品
流
通
過
程
の.
合
理
化
を
住
務
と
す
る」

と
V'
ぅ
命
題
が
更
に
お
し
す
す
め
ら 

れ
，て

「

:m
同.
組
脅
が
そ
の
介
在
に
ょ
っ.
て
’
排
除
を
目
指
す
と
こ
ろ
の
も
の
が 

利
潤 
一̂
,

で

な
,<-
、

単

に

、
商

業

利

潤

に

す

ぎ

な

い

こ
丨
、
協
同
組
合
が
資
本
制 

社
会
に.
か
か
わ
る
と
こ
.ろ
へ
は
資
本
制
社
会
構
成
の
核
心
部
分
た
る
生
産
過
程
に 

な
く
単
に
：
.
そ
め
副
次
的
な
流
通
過
程
に
す
含
な
い」

と
と
、
：徉

っ

て「

協
同
組 

合
は
究
極.
に
お
：げ
て
掘
通
過
程
の
合
理
化
に
資
す
る
こ
と
.に
ょ
っ
て
資
本
の
蓄 

積
運
動
:0
推
;«
に
奉
仕
す
る
こ
'>
'」

;;
>

そ

-
で
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お

'

五
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